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衆議院議員 中曽根康隆の
情報をお届けしますやすたか中

曽
根 通信

asutaka
akasone ※広瀬川（前橋）にて

皆さまのお陰で初当選させて頂いて以来9か月、

現職国会議員として様々な経験や勉強をさせて頂きました。

1月から始まった通常国会においては

予算、外務、法務の各委員会にて質問に立ち、

地元の皆さまの声を政府に伝える機会も頂きました。

また森友、加計問題等による野党の審議拒否や、

それに伴う国会の停滞を経験し、

与野党問わず国会議員として皆さまの主権をお預かりして

立法府に送って頂いている責任、使命を改めて考える機会となりました。

外交においては、東アジア情勢が過去に例を見ないほど緊迫している中で

「国を守る」という事がどういう事か、その為の法整備、

即ち憲法改正の必要性も痛感しております。

また会期中でも地元群馬には週4回は戻り、

とにかく足を使って１人でも多くの皆さまの声を聞く事で

地元の代弁者としての役割を果たすべく精進しています。

３６歳、駆け出しの身ではありますが、

これからも「日々全力」の精神で頑張って参ります。

皆さまのお陰で日々活動できている事に心から感謝すると共に、

引き続きのご指導、ご支援を宜しくお願い致します。
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